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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画像を構成する複数の画像を入力する入力手段と、
　前記画像を、画面内予測もしくは画面間予測のいずれかの方法で符号化し、対象画像フ
レームサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数及び符号化設定として最大フレームサイズ
に関する情報を含む圧縮画像データを生成し、前記対象画像フレームサイズ、再生画像を
格納可能な最大枚数及び前記最大フレームサイズに関する情報に関する符号化データとと
もに符号化する符号化手段と、
　前記圧縮画像データを復号し、再生画像に復元する復号手段と、
　前記再生画像を、後続の画像を符号化するために用いられる参照画像として１つ以上格
納する画像格納手段と、を具備し、
　画像の最大フレームサイズに対して入力画像のフレームサイズが１／２倍以下の場合に
、フレームメモリ内に格納可能な再生画像の最大枚数を２倍に決定することを特徴とする
動画像予測符号化装置。
【請求項２】
　画像の最大フレームサイズに対して入力画像のフレームサイズが１／４倍以下の場合に
、フレームメモリ内に格納可能な再生画像の最大枚数を４倍に決定することを特徴とする
請求項１に記載の動画像予測符号化装置。
【請求項３】
　動画像を構成する複数の画像に対し、画面内予測もしくは画面間予測のいずれかによっ
て符号化され、対象画像フレームサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数及び符号化設定
として最大フレームサイズに関する情報を含む圧縮画像データを示す符号化データを入力
する入力手段と、
　前記圧縮画像データと前記対象画像フレームサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数及
び前記最大フレームサイズに関する情報を示す圧縮画像データを復号し、再生画像と、前
記対象画像フレームサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数及び前記最大フレームサイズ
に関する情報とに復元する復号手段と、
　前記再生画像を、後続の画像を復号するために用いられる参照画像として１つ以上格納
する画像格納手段と、を具備し、
　画像の最大フレームサイズに対して入力画像のフレームサイズが１／２倍以下の場合に
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、フレームメモリ内に格納可能な再生画像の最大枚数を２倍に決定することを特徴とする
動画像予測復号装置。
【請求項４】
　画像の最大フレームサイズに対して入力画像のフレームサイズが１／４倍以下の場合に
、フレームメモリ内に格納可能な再生画像の最大枚数を４倍に決定することを特徴とする
請求項３に記載の動画像予測復号装置。
【請求項５】
　動画像予測符号化装置により実行される動画像予測符号化方法であって、
　動画像を構成する複数の画像を入力する入力ステップと、
　前記画像を、画面内予測もしくは画面間予測のいずれかの方法で符号化し、対象画像フ
レームサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数及び符号化設定として最大フレームサイズ
に関する情報を含む圧縮画像データを生成し、前記対象画像フレームサイズ、再生画像を
格納可能な最大枚数及び前記最大フレームサイズに関する情報に関する符号化データとと
もに符号化する符号化ステップと、
　前記圧縮画像データを復号し、再生画像に復元する復号ステップと、
　前記再生画像を、後続の画像を符号化するために用いられる参照画像として１つ以上、
画像格納手段によって格納する画像格納ステップと、を具備し、
　画像の最大フレームサイズに対して入力画像のフレームサイズが１／２倍以下の場合に
、フレームメモリ内に格納可能な再生画像の最大枚数を２倍に決定することを特徴とする
動画像予測符号化方法。
【請求項６】
　画像の最大フレームサイズに対して入力画像のフレームサイズが１／４倍以下の場合に
、フレームメモリ内に格納可能な再生画像の最大枚数を４倍に決定することを特徴とする
請求項５に記載の動画像予測符号化方法。
【請求項７】
　動画像予測復号装置によって実行される動画像予測復号方法であって、
　動画像を構成する複数の画像に対し、画面内予測もしくは画面間予測のいずれかによっ
て符号化され、対象画像フレームサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数及び符号化設定
として最大フレームサイズに関する情報を含む圧縮画像データを示す符号化データを入力
する入力ステップと、
　前記圧縮画像データと前記対象画像フレームサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数及
び前記最大フレームサイズに関する情報を示す圧縮画像データを復号し、再生画像と、前
記対象画像フレームサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数及び前記最大フレームサイズ
に関する情報とに復元する復号ステップと、
　前記再生画像を、後続の画像を復号するために用いられる参照画像として１つ以上、画
像格納手段によって格納する画像格納ステップと、を具備し、
　画像の最大フレームサイズに対して入力画像のフレームサイズが１／２倍以下の場合に
、フレームメモリ内に格納可能な再生画像の最大枚数を２倍に決定することを特徴とする
動画像予測復号方法。
【請求項８】
　画像の最大フレームサイズに対して入力画像のフレームサイズが１／４倍以下の場合に
、フレームメモリ内に格納可能な再生画像の最大枚数を４倍に決定することを特徴とする
請求項７に記載の動画像予測復号方法。
【請求項９】
　フレームメモリ内に格納可能な再生画像の最大枚数を決定する際に、メモリ内の再生画
像の格納位置を示すメモリポインタを固定することを特徴とする請求項７又は８に記載の
動画像予測復号方法。
【請求項１０】
　動画像を構成する複数の画像に対し、画面内予測もしくは画面間予測のいずれかによっ
て符号化され、対象画像フレームサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数及び符号化設定
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として最大フレームサイズに関する情報を含む圧縮画像データを示す符号化データを入力
する入力モジュールと、
　前記圧縮画像データと前記対象画像フレームサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数及
び前記最大フレームサイズに関する情報を示す圧縮画像データを復号し、再生画像と、前
記対象画像フレームサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数及び前記最大フレームサイズ
に関する情報とに復元する復号モジュールと、
　前記再生画像を、後続の画像を復号するために用いられる参照画像として１つ以上格納
する画像格納モジュールと、を具備し、
　画像の最大フレームサイズに対して入力画像のフレームサイズが１／２倍以下の場合に
、フレームメモリ内に格納可能な再生画像の最大枚数を２倍に決定することを特徴とする
動画像予測復号プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明に係る動画像予測符号化装置は、動画像を構成する
複数の画像を入力する入力手段と、画像を、画面内予測もしくは画面間予測のいずれかの
方法で符号化し、対象画像フレームサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数及び符号化設
定として最大フレームサイズに関する情報を含む圧縮画像データを生成し、対象画像フレ
ームサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数及び最大フレームサイズに関する情報に関す
る符号化データとともに符号化する符号化手段と、圧縮画像データを復号し、再生画像に
復元する復号手段と、再生画像を、後続の画像を符号化するために用いられる参照画像と
して１つ以上格納する画像格納手段と、を具備し、画像の最大フレームサイズに対して入
力画像のフレームサイズが１／２倍以下の場合に、フレームメモリ内に格納可能な再生画
像の最大枚数を２倍に決定することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　この動画像予測符号化装置では、動画像を構成する各画像または圧縮符号化された画像
データに付随されるフレームサイズと符号化設定で定義される最大フレームサイズ関係に
基づき、画像バッファメモリに格納可能な再生画像の最大枚数が決定される。より具体的
には、例えば、入力画像のフレームサイズが符号化設定で定義される最大フレームサイズ
の１／２倍より大きい場合には再生画像を最大Ｎ枚格納（Ｎは１以上の整数）可能とし、
入力画像のフレームサイズが最大フレームサイズの１／２倍以下の場合には、再生画像の
格納に利用可能なメモリバッファ量を制御して、再生画像を最大２ｘＮ枚格納可能とする
。これにより復号された再生画像のフレームサイズが符号化設定にて定義された最大フレ
ームサイズの１／２倍以下の場合に、格納可能な再生画像の最大枚数を増加することがで
き、参照画像増加により符号化効率向上が可能となる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明に係る動画像予測符号化装置は、画像の最大フレームサイズに対して入力
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画像のフレームサイズが１／４倍以下の場合に、フレームメモリ内に格納可能な再生画像
の最大枚数を４倍に決定することを特徴とすることとしてもよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明に係る動画像予測復号装置は、動画像を構成する複数の画像に対し、画面内予測
もしくは画面間予測のいずれかによって符号化され、対象画像フレームサイズ、再生画像
を格納可能な最大枚数及び符号化設定として最大フレームサイズに関する情報を含む圧縮
画像データを示す符号化データを入力する入力手段と、圧縮画像データと対象画像フレー
ムサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数及び最大フレームサイズに関する情報を示す圧
縮画像データを復号し、再生画像と、対象画像フレームサイズ、再生画像を格納可能な最
大枚数及び最大フレームサイズに関する情報とに復元する復号手段と、再生画像を、後続
の画像を復号するために用いられる参照画像として１つ以上格納する画像格納手段と、を
具備し、画像の最大フレームサイズに対して入力画像のフレームサイズが１／２倍以下の
場合に、フレームメモリ内に格納可能な再生画像の最大枚数を２倍に決定することを特徴
とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　この動画像予測復号装置では、動画像を構成する各画像または圧縮符号化された画像デ
ータに付随されるフレームサイズと符号化設定で定義される最大フレームサイズ関係に基
づき、画像バッファメモリに格納可能な再生画像の最大枚数が決定される。より具体的に
は、例えば、入力画像のフレームサイズが符号化設定で定義される最大フレームサイズの
１／２倍より大きい場合には再生画像を最大Ｎ枚格納（Ｎは１以上の整数）可能とし、入
力画像のフレームサイズが最大フレームサイズの１／２倍以下の場合には、再生画像を最
大２Ｎ枚格納可能とする。これにより復号された再生画像のフレームサイズが符号化設定
にて定義された最大フレームサイズの１／２倍以下の場合に、格納可能な再生画像の最大
枚数を増加することができ、参照画像増加により符号化効率向上が可能となる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、本発明に係る動画像予測復号装置は、画像の最大フレームサイズに対して入力画
像のフレームサイズが１／４倍以下の場合に、フレームメモリ内に格納可能な再生画像の
最大枚数を４倍に決定することを特徴とすることとしてもよい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、本発明に係る動画像予測符号化方法は、動画像予測符号化装置により実行される
動画像予測符号化方法であって、動画像を構成する複数の画像を入力する入力ステップと
、画像を、画面内予測もしくは画面間予測のいずれかの方法で符号化し、対象画像フレー
ムサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数及び符号化設定として最大フレームサイズに関
する情報を含む圧縮画像データを生成し、対象画像フレームサイズ、再生画像を格納可能
な最大枚数及び最大フレームサイズに関する情報に関する符号化データとともに符号化す
る符号化ステップと、圧縮画像データを復号し、再生画像に復元する復号ステップと、再
生画像を、後続の画像を符号化するために用いられる参照画像として１つ以上、画像格納
手段によって格納する画像格納ステップと、を具備し、画像の最大フレームサイズに対し
て入力画像のフレームサイズが１／２倍以下の場合に、フレームメモリ内に格納可能な再
生画像の最大枚数を２倍に決定することを特徴とする。
　また、本発明に係る動画像予測符号化方法は、画像の最大フレームサイズに対して入力
画像のフレームサイズが１／４倍以下の場合に、フレームメモリ内に格納可能な再生画像
の最大枚数を４倍に決定することを特徴とすることとしてもよい。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また、本発明に係る動画像予測復号方法は、動画像予測復号装置によって実行される動
画像予測復号方法であって、動画像を構成する複数の画像に対し、画面内予測もしくは画
面間予測のいずれかによって符号化され、対象画像フレームサイズ、再生画像を格納可能
な最大枚数及び符号化設定として最大フレームサイズに関する情報を含む圧縮画像データ
を示す符号化データを入力する入力ステップと、圧縮画像データと対象画像フレームサイ
ズ、再生画像を格納可能な最大枚数及び最大フレームサイズに関する情報を示す圧縮画像
データを復号し、再生画像と、対象画像フレームサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数
及び最大フレームサイズに関する情報とに復元する復号ステップと、再生画像を、後続の
画像を復号するために用いられる参照画像として１つ以上、画像格納手段によって格納す
る画像格納ステップと、を具備し、画像の最大フレームサイズに対して入力画像のフレー
ムサイズが１／２倍以下の場合に、フレームメモリ内に格納可能な再生画像の最大枚数を
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２倍に決定することを特徴とする。
　また、本発明に係る動画像予測復号方法は、画像の最大フレームサイズに対して入力画
像のフレームサイズが１／４倍以下の場合に、フレームメモリ内に格納可能な再生画像の
最大枚数を４倍に決定することを特徴とすることとしてもよい。
　また、本発明に係る動画像予測復号方法は、フレームメモリ内に格納可能な再生画像の
最大枚数を決定する際に、メモリ内の再生画像の格納位置を示すメモリポインタを固定す
ることを特徴とすることとしてもよい。
　この動画像予測復号方法では、各再生画像の格納位置を示すメモリポインタは、例えば
、最大フレームサイズとその１／２倍の位置で固定することができるため、フレームサイ
ズによる可変的なメモリポインタ制御を必要とせず、より簡易で効率的なメモリ制御の実
装が可能となる。また、メモリポインタの位置を算出する際も、例えば、１／２倍の変化
に限定されるためシフト演算で実行可能であり、演算コストが少ない。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　また、本発明に係る動画像予測復号プログラムは、動画像を構成する複数の画像に対し
、画面内予測もしくは画面間予測のいずれかによって符号化され、対象画像フレームサイ
ズ、再生画像を格納可能な最大枚数及び符号化設定として最大フレームサイズに関する情
報を含む圧縮画像データを示す符号化データを入力する入力モジュールと、圧縮画像デー
タと対象画像フレームサイズ、再生画像を格納可能な最大枚数及び最大フレームサイズに
関する情報を示す圧縮画像データを復号し、再生画像と、対象画像フレームサイズ、再生
画像を格納可能な最大枚数及び最大フレームサイズに関する情報とに復元する復号モジュ
ールと、再生画像を、後続の画像を復号するために用いられる参照画像として１つ以上格
納する画像格納モジュールと、を具備し、画像の最大フレームサイズに対して入力画像の
フレームサイズが１／２倍以下の場合に、フレームメモリ内に格納可能な再生画像の最大
枚数を２倍に決定することを特徴とする。
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